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1. はじめに

自然災害により被害が発生するかどうかは，社会の

防災力と発生外力の関係から決まる．社会の防災力を

上げるためにはさまざまな防災対策を行う必要がある

が，有効な防災対策を実施するためには，どのような

対策が欠けているのかということを知らなければなら

ない．特にソフト面での対策の場合には，過去の事例

調査からその手がかりを探すことが重要となる．近年，

災害が起こった際には様々な分野から詳細な調査が行

われるようになっており，活用できる資料は増えてき

ている．そこで本研究では，津波災害において人的被

害を軽減するための対策を確認することを目的として，

1983 年日本海中部地震津波を対象に，当時の調査報告

書や新聞記事，体験談を用いて事例の再調査を行った．

2. 日本海中部地震津波

日本海中部地震は 1983 年 5 月 26日の 11時 59分に

発生した．震源域は秋田・青森県沖，地震マグニチュ

ード 7.7，震源に近い秋田，深浦などでは震度Ⅴを観

測した．この地震により津波が発生したが，晴天の日

中であったということもあり，人的被害の特徴として

は津波による全遭難者 100 人中，港湾工事従事者 41

人，釣り人 17人，遠足の児童 13人といった外部から

の訪問者の被害が大きいことがあげられる 1)．

3. 事例調査による考察

3.1 事例調査

地震時および津波来襲時における個人の行動を特定

するために，新聞記事 2)体験談 3)～5)およびから各事例

について地震時にいた場所，地震時の行動，地震後の

行動，周囲にいた人々の行動，被害波の到達時間など

についての文献調査を行った．

3.2生死を分けたポイント

生死をわけたポイントについては以下の２つの段階

に分けて考える必要がある．第１段階として波にのま

れてしまったかどうか，次の段階として波にのまれて

しまった後に救出されたかどうかである．

3.2.1 波にのまれる前

波にのまれてしまったかを分けた要因としては，以

下に述べる２点が重要なファクターとなっている．

((((aaaa))))被被被被害害害害波波波波到到到到達達達達前前前前ににににどどどどののののよよよよううううなななな行行行行動動動動ををををととととっっっったたたたののののかかかか

津波災害においては，いかに早く避難するかが最も

重要になってくる．表１に示すように地震自体はかな

り大きいと認識しているにもかかわらず，その後津波

が来ることを想像していない人が多く，これが避難を

遅れさせた原因となっている．

((((bbbb))))周周周周囲囲囲囲ににににいいいいるるるる人人人人のののの対対対対応応応応

津波情報を聞いた場合には比較的多くの人が逃げて

いることもわかった．情報を入手する手段を持ってい

なかったことが問題となっているが，表２のように周

囲の人々が情報の伝達手段となった事例も多くあり，

周囲の人々の果たす役割も重要となっている．地域住

民の津波に対する理解度を上げることが，人的被害を

軽減するための方法の一つであると言える．特に観光

地など，その土地に対する認知度の低い人たちの多く

訪れる場所においてはこの点が最も重要な対策となる

と考えられる．

3.2.2 波にのまれてしまった後

この段階で生死を分けたのは，つかまる場所やもの

が近くにあったか，近くに救助してくれる人がいたか

などの偶然性が大きいが，救救救救助助助助さささされれれれるるるるままままでででで体体体体力力力力がががが維維維維持持持持

でででできききき，，，，浮浮浮浮遊遊遊遊ででででききききたたたたかかかかどどどどううううかかかかも重要となっている．

3.3 避難が遅れた理由

人的被害を減らすためには，当然のことではあるが，

津波に対する避難行動を早めにおこすことが重要であ

るといえる．日本海中部地震の際になぜ避難の開始が

遅れ波にのまれてしまったのかについては以下の５点

にまとめることができる．

1111))))地地地地震震震震のののの大大大大ききききささささをををを認認認認識識識識ししししてててていいいいななななかかかかっっっったたたた

バスで走行中だったため地震自体を認識していなかっ

た(遠足の児童)，岩場にいたためあまり揺れを感じな

かった(釣り人)
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2222))))地地地地震震震震後後後後，，，，津津津津波波波波がががが来来来来るるるるここここととととをををを予予予予想想想想ででででききききななななかかかか

っっっったたたた

地震にしか注意が向いていなかった，現場監

督の指示に従い地震による被害がないか見回

っていた(港湾工事従事者)，魚が釣れていた

ため夢中になっていた(釣り人)，過去の地震

の経験から浜に逃げた，地震後船の様子を見

に浜に出た，日本海で津波は発生しないと思

っていた(住民)

3333))))避避避避難難難難指指指指示示示示がががが出出出出さささされれれれるるるるののののがががが遅遅遅遅かかかかっっっったたたた

避難指示が出たときには逃げ場がなかった

(港湾工事従事者)

4444))))津津津津波波波波警警警警報報報報がががが出出出出ててててももももそそそそれれれれをををを入入入入手手手手すすすするるるる手手手手段段段段をををを

ももももっっっってててていいいいななななかかかかっっっったたたた

情報を入手するものを持っていなかった(釣

り人)，指示を伝える手段がなかった(港湾工

事従事者)

5555))))逃逃逃逃げげげげるるるる場場場場所所所所ががががななななかかかかっっっったたたた

近くに高台や逃げる場所がなかった(釣り人)

また避難指示が出されたにもかかわらず外

国人旅行者が犠牲になった事例もあり，情報

の与え方にも注意を払う必要があるといえる．

4. まとめ

津波災害において，人的被害を軽減するた

めには，津波に対する理解度を上げることが

最も重要であり，特に，津波災害の予想され

る沿岸域においては，住民の理解度を上げる

ことでその土地に不慣れな観光客などの被害

も減少させることができると予想される．ま

た，避難の開始を早めるためには，地震後津

波が来る可能性のあることを周知しておくこ

と，津波などに関する情報をできるだけ早く

出すこと，情報伝達の施設を整備しておくこ

とが重要であるということ，波にのまれない

ために，海岸近くに避難場所を整備しておく

ことも重要であるということが再確認された．

表１ 津波到達時の行動

表２ 海岸利用者と周囲の人々の行動
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合川南小学校 平沢小学校 土佐南小学校 追分小学校 八王子工業
高校

男鹿水族館の
観光客

釣り人 住民

人数（人） 45 144 108 84 137 およそ100

犠牲者数
（人）

13 0 0 0 0 1

地震発生時
にいた場所

男鹿市
加茂青砂

能代市日本
海サニーラ
ンド

男鹿市戸賀塩浜
男鹿水族館内

深浦町横磯海岸 男鹿市北浦湯
ノ尻海岸

被害波到達
時間

8～11分 およそ25分 10～12分 およそ8分 10～12分

サニーラン
ドの大広間
で昼食中
教師が「落
ち着け，あ
わてるな」
と大声で鎮
めた

地震発生後
の行動

堤防外の海岸
の岩場で昼食
を食べようと
していた

5分くらいで揺
れはおさまり，
子どもたちを海
で遊ばせようと
思った

「松林の中は安
全だから，心配
しないで」と児
童らに言いきか
せる

（地震直後に海
岸へ到着）ヘル
スセンターで食
事をとろうと
思っていた

建物の周囲
に水が広
がってきた
ため，屋外
へ避難する
ことにし，
バスで待機

屋外へ避難 大きな地震を
経験したこと
がなかったた
め，ただ茫然
としていた

地震のあと，
浜にいた人の
多くは，ガス
の元栓をしめ
に家に帰って
いた

近所の主婦が
「津波が来るか
ら海へ行かない
で！」と注意

バスの運転手さ
んが走って「津
波警報が出た，
子どもたちを海
に出さない方が
いい」と知らせ
に来た

（テレビの
ニュースが津波
警報を流してい
た）

外にいた人
や，児童の助
けを呼ぶ声に
気づき，家か
ら飛び出し，
板きれやロー
プなどを投げ
て救助
漁船を出して
沖に浮かんで
いる児童を救
助

浪がみえた
ため，あわ
ててバスに
乗車し，窓
を閉めて急
発進
高台にあっ
た会社の駐
車場でバス
を止め，学
校等へ連絡

象潟町象潟海岸

30～40分

周囲の人の
行動

松林の中で食事
中

地震発生時はバ
スの中であまり
揺れを感じな
かった

その後の行
動

地震発生時
の状況

地震発生時は
バスの中であ
まり揺れを感
じなかった

海岸近くの松林
で昼食を終え遊
んでいた

急いで子どもた
ちをバスに乗せ
た

象潟署のパト
カーが「海へ行
くな」と連呼

揺れが大きく，
停電したため，
出口に殺到

岩場にいたため
地震をそんなに
大きいと感じな
かった

目の前の海水の
水位が2メート
ルほどさがって
いるのを見た仲
間が，「津波の
前兆だ，津波が
来るぞ」といっ
た

海面がひいてい
くのを見た水族
館員が，駐車場
にいた人たちに
上方の有料道路
に避難するよう
に指示

海の方を見た
ら，白い線が
陸の方にむ
かってくるの
で，大変だと
思い，近所に
「津波だ」と
ふれ回った

隣のおじいさ
んが「津波
だ，山へ避難
しろ」と叫ん
だ

バスの中へ 全員をバスに乗
せるよう誘導

スイス人観光客
がひとり遭難

高台までたどり
着いたと同時に
足元まで押し寄
せた津波が真っ
白く砕けて渦を
作っていた

バスの運転
手さんが道
路状況など
情報収集を
し，「津波
が来る」と
いって大急
ぎで戻って
きた

「避難しろ」と
の声が聞こえた

役場の職員
（？）が「防波
堤を越える津波
が来るから避難
しろ」と自転車
でふれまわって
いた

釣り人 釣り人 釣り人 釣り人 釣り人 住民 住民 工事関係者 工事関係者 工事関係者 工事関係者
市浦村
十三湖

市浦村
十三湖

深浦町横磯
海岸

男鹿市
潮瀬崎

男鹿市湯本
温泉下

能代港（北防波
堤上）

能代港（前面
護岸上）

能代港（事
務所近く）

能代港(ケー
ソン上)

7分 10～　12
分

10～12分

幅20mある防波
堤が蛇のように
動いてみえた

長い時間揺
れているよ
うに感じた

クレーン車が地
震で揺られたた
め独りでに動き
だした

危ないもの
もなく，ひ
どく揺れて
いるだけ
だった

自分の現場に
被害がなかっ
たか見て回っ
た

事務所に引
き返して，
現場と無線
連絡を取
り，被害状
況を調べた

大きな被害
が出ていた
ので，被害
を呆然と見
ていた

事務所はあ
まり被害が
なかったの
で，食堂で
食事をして
いた

津波警報
(3m)が入っ
たが，ケー
ソン上はそ
んなに危険
でないと思
い仕事を続
行

「津波が来
る」といっ
て人も車も
走っていっ
たため，事
務所に帰
り，靴を履
き替え車で
避難

救命胴衣を
着けたまま
昼食

コンクリートミ
キサー車にいた
人が「津波警報
が出た，避難し
ろ」といったた
め，荷物を取り
に行き，船とは
逆の方へ逃げた

津波警報を聞
いて待避しよ
うとしてい
た．津波は見
えたが，ケー
ソン上(５m)
までは来ない
と思っていた

コンクリート枠
の陰にすくまっ
て第１波を逃れ
た

枠の陰にいても
危険だと思い，
水の中を泳ぐこ
とにした

波に体を
浮かされ
た

大波にさ
らわれた

第１波
にさら
われた

波にさ
らわれ
た

足下まで波
が押し寄せ
た

後ろから
波に押さ
れた

波にのまれ
なかった

第２波で海底に
持って行かれた

波に巻き込
まれた

生存 遭難 生存 遭難 生存 生存 生存 生存 生存 生存 生存

岩にしが
みついて
いた

付近に
いた人
に助け
られた

目の前に
あった岩
によじ
上った

水面に出たとき
に，近くにいた
伝馬船に助けら
れた

目の前に流
れてきた船
にしがみつ
き，乗り込
んだ

地震騒ぎはおさ
まったと思い，
現場の点検

事務所と無線
連絡をとって
いた．クレー
ン車のカーラ
ジオも聞いて
いた

大きな波が
陸の方へ向
かってきた
ので，津波
だと思い，
岩虫取りの
道具を取り
に行った

15分ほど
場所を探
してか
ら，荷物
をおいて
海を見て
いた．

地
震
発
生
後
の
行
動

被害波
到達前

被害波
到達時

友人に一応
引き上げて
様子を見よ
うと道具を
片づけさせ
た

地震発生
時にいた
場所
被害波到
達時間
地震発生
時

立っていられ
なかったか
ら，これは大
きいなと思っ
た

よたよたし
ながらかろ
うじてバラ
ンスを保っ
ていた

津波に気づ
いたが，逃
げる場所も
なく近づい
てくる津波
を見ていた

北防波堤が隠
れてしまうの
を見て，大き
いと実感して
近くにあった
潜り船に逃げ
た

荷物を
持って
逃げて
いた

釣り場から立ち去
ろうとしている矢
先に津波におそわ
れた

潮が急に引
き出したの
で，これは
変だと思
い，竿をた
たまずにか
ついだまま
避難

少し高い
岩にい
て，近く
のつかま
りやすい
岩にしが
みついて
いた

低いとこ
ろへいた
ために，
岩場の高
いところ
を伝って
逃げた

25分

水に浸
かったか
どうか
生死

助かった
理由

突然波が
あふれて
くるよう
な状態に
なり，津
波が来た
と感じ，
一目散に
逃げた

道具を持っ
て陸の方へ
走ったが，
途中で邪魔
になって道
具を捨てて
逃げた

そのま
ま釣り
を続け
ていた

魚が釣れ
ていたの
で，竿を
たたむの
が少し遅
れた

不安を感
じて荷物
を片付け
始めた

八森町滝ノ間海岸

地震の揺れ
を感じた
が，以前に
大地震の経
験があった
ため，また
かとあまり
気にしてい
なかった

そばの崖からバラ
バラと小石が落ち
てきた

大きな
地震
だった
と仲間
と顔を
見合わ
せた

23分

岩場のため
かそんなに
地震が大き
いと感じな
かったが，
津波を直感
した

潮瀬崎に
着いて，
歩いて先
端にむか
おうとし
ていた

15分
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